
今後の自動車事故対策勘定のあり方に関する検討会（第８回）

議事次第

日 時：令和４年６月13日(月)

15時00分～17時00分

（Web会議方式）

１．開会

２．自動車損害賠償保障法及び特別会計に関する法律の一部を改正する

法律案の審議について

３．今後の進め方について

４．被害者等支援・事故防止の効果検証の手法について

５．被害者等支援・事故防止の効果検証について

６．意見交換

７．閉会

（配付資料）

議事次第

出席者名簿

資料１ 自動車損害賠償保障法及び特別会計に関する法律の一部を

改正する法律案の審議について

資料２ 今後の進め方について

資料３ 被害者等支援・事故防止の効果検証の手法について

資料４ 被害者等支援・事故防止の効果検証について
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今後の自動車事故対策勘定のあり方に関する検討会 

委員等名簿 

(敬称略、５０音順、()は前任者) 

 

○ 委  員 

（有識者） 佐藤 主光 一橋大学国際・公共政策大学院教授 

 戸崎 肇 桜美林大学航空マネジメント学群教授 

 福田 弥夫 日本大学危機管理学部長・教授 

 藤田 友敬 東京大学大学院法学政治学研究科教授 

 槇  徹雄 東京都市大学理工学部教授 

 麦倉 泰子 関東学院大学社会学部教授 

（関係団体） 小沢 樹里 一般社団法人関東交通犯罪遺族の会 代表理事 

 加藤 憲治 

（赤間 立也） 

一般社団法人日本自動車会議所 保険特別委員長 

 桑山 雄次 全国遷延性意識障害者・家族の会 代表 

 古謝 由美 NPO 法人日本高次脳機能障害友の会 監事 

 坂口 正芳 一般社団法人日本自動車連盟 副会長 

 金子 晃浩 

（高倉 明） 

全日本自動車産業労働組合総連合会 会長 

 徳政 宏一 NPO 法人日本頸髄損傷 LifeNet 理事長 

○ オブザーバー 

  金融庁 

  一般社団法人日本損害保険協会 

  全国共済農業協同組合連合会 

  独立行政法人自動車事故対策機構 

  損害保険料率算出機構 

【事務局】 

国土交通省 自動車局 保障制度参事官室 
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法律の一部を改正する法律案の審議について
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被害者等支援・事故防止の効果検証
について

令和４年６月１３日

自動車局
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自動車事故被害者を救命する際に適切な治療を
受けられる環境整備を図り、自動車事故被害者
の救済を図るため、国土交通省において、救急病
院に対する救急医療設備の整備に要する経費の
一部を補助する制度。

MRICT
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（医用テレメーター） （特殊浴槽）
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（介護リフト） （特殊浴槽）
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療護施設の設置・運営 介護料の支給

交通遺児等への貸付
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MRICT

SPECT MEG
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アルコール・
インターロック

衝突被害軽減ブレーキ
（歩行者対応）

ドライバー異常時
対応システム車線逸脱警報装置

先進ライト

検知範囲

警報範囲

側方衝突警報装置
統合制御型可変式
速度超過抑制装置
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フルラップ前面衝突 衝突被害軽減ブレーキ
（対車両）

【試験・評価を実施】

【公表】
等
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これまでにない詳細データを用いた事故分析

・受傷部位
・傷害程度

等

・衝突方向
・衝突の厳しさ
・シートベルト着用有無

等

更なる車両の安全対策
・重傷化を防ぐ安全装置の開発

・事故自動通報システムの精度向上
等

国土交通省から委託を受けた者
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高齢社会の進行や交通環境の変化を
踏まえ、運行管理者の講習内容や運
転者の適性診断の内容更新を検討

飲酒運転状態を体感可能な体験型
セミナーや従業員への指導に関する実
践講習を実施

自覚しにくい視野の欠損・狭窄について、
タブレット等で早期に発見可能となるよう、
視野障害スクリーニング検査手法を検討

ICTの進展や普及状況を踏まえ、運送
事業の安全確保の肝である運行管理
業務への活用について検討

ロボット 運転者

点
呼

等
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対象車両を抽出 是正を求めるハガキを送付 是正状況の確認

ユーザーへの注意喚起による是正

街頭検査における取締り
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接続

スキャンツール

【補助要件】
補助事業対象年度中に先進安全装置に整備等に必
要な設備（スキャンツールなど）を導入すること

【補助対象】
先進安全装置の整備等に必要な設備の導入経費・
当該装置の活用に必要な研修等の経費 等

衝突被害軽減ブレーキの新車へ
の搭載率

補助

衝突被害軽減ブレーキ搭載車
で衝突の可能性が全くない状態
で衝突警報が出る。これまでに
７回警告が出ている。

高速道路にて自動車間維持機
能を使用して前方の走行車両を
追従していたが、気が付くと前方
車両を認識せず加速をはじめて
いた。
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※「自動車のリコール・不具合情報」より

自動車ユーザーからの不具合情報

※「スキャンツール」とは、自動車のコンピューターに接続し、
先進安全装置等の故障情報を読み出すツール

※「ASV技術普及調査（乗用区分）」より
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